
能代市総合計画市民協働会議
第４回運営グループ会議

日 時 平成２１年９月７日（月）

午後８時４５分

場 所 南部公民館 第３研修室

出席者 柴田委員長、安部副委員長

松井委員、田村(重)委員、嶋田(節)委員

宮腰委員、見上委員

浜松委員、根本委員、小笠原委員

安食アドバイザー

概 要

１ 分科会（グループ別）協議の状況について

初めに、全体会で出された意見の取扱いについて協議しました。

大きなイベントと学校行事が重なることへの意見でしたが、特定のイベントに限

らず日程調整のために情報共有を図る必要があるのではないか、との意見がありま

した。

地域の活性化のためにも、イベント全般の日程調整の仕方を工夫することについ

、 、 。て 提案書の一部に盛り込むことにしてはどうかとの提案があり 了承されました

次に、他グループと関連する事項の取扱いについて協議するため、各班からそれ

ぞれ報告がありました （報告要旨は次のとおり）。

Ａ班～子どもの防犯について、メインのＦ班で具体的に触れられているので、特

に申し送りが必要な事項はないと思う。

Ｂ班～要援護者のマップづくりについて、Ｆ班と関連があるようだ。

Ｃ班～外国人の子どもへのサポートについて、Ａ班と関連があるようだ。

檜山歴史ガイドの会について、Ｅ班でも取り上げられている。

Ｄ班～農業分野を受け持っているが、Ｂ班の高齢者の農地利用、Ｅ班のねぎっこ

村や直売所、Ｆ班の農地の活用と、それぞれ関連があるようだ。

Ｅ班～上下水道の整備についてはＦ班と、直売所についてはＤ班と、それぞれ関

連があるようだ。

Ｆ班～Ｂ班の青空デイサービスの土地利活用、Ｅ班の空き店舗の利活用、廃食用

油、上下水道とそれぞれ関連があるが、安全安心がテーマのＦ班としては

あまり重要ではないので、他の班で取り扱う方が良いと思う。

Ｇ班～平均余命が短い原因調査（がん・脳卒中等）について、Ｂ班と重複してい

る。

重なるテーマであっても角度や視点が違うので、当面は特定の班に割り振りせず

に、このまま各班で検討を進めてはどうかとの意見があり、了承されました。

２ 次回以降の進め方について

事務局から、今後の進め方について説明があり、評価の協議を２回、提案の協議

を２回行った後、第１０回で提案書を成案とすることで了承されました。

３ その他
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第５回能代市総合計画市民協働会議

日 時 平成２１年９月７日（月）
午後７時

場 所 南部公民館 大会議室

報 告 要 旨

各班の発表者からの報告は、おおむね次のとおりでした。

【Ａ班】
・全般的に横のつながりを一つ一つチェックした。時間ぎりぎりまで作業をしていて

発表の準備が不十分なので、あとで模造紙をご覧いただきたい。

【Ｂ班】
１（５）子どもも大人も心と体の健康づくり
・自殺率が高いが、いろいろな取組が行われており、成果を待ちたい。
・がん死亡率が高いので、医療面などで対策を図る必要がある。
１（６）地域で活躍する元気な高齢者
・社協で実施している「いきいきサロン」について、取組状況を確認した。
・市の「青空デイサービス」で休耕地を利用し、農作物を作ることで収入につなげて

いけたらよいこと。
１（７）地域で社会で自立する障害者
・ 青空デイサービス」に関連して、障害者にも同じような取組を行うことで、地域「

での交流や障害者の自立にもつながるのではないか。
、 。・障害者関係団体について 若い会員を増やすことを含め再構築を検討してはどうか

【Ｃ班】
１（８）ふるさとの誇りを受け継ぐ文化・芸術
・民俗芸能では、子どもが少なくなっていて継承が難しい状況にあるが、発表の機会

を多くして会員同士の連携や親睦を図ってはどうか。
・自主学習グループの活動について、若い世代にもっと関心を持ってもらう取組、団

体同士が連携した市民活動の取組、地域に貢献できる環境づくりを考える必要があ
る。

・歴史ガイドについて、檜山地域の拠点施設の完成に合わせてＰＲ活動や魅力的なパ
ンフレットなどで市民の周知を図っていく必要がある。

１（９）だれもが気軽に楽しめるスポーツ
・さまざまな教室やイベントなどの活動について、市民へのＰＲを図りながら、誰も

が参加できる環境づくりに努めていく必要がある。
・ バスケの街づくり」について 「みんなのバスケ」の入場者が少ないなど市民の「 、

意識が低いのではないか。公園にあるバスケットリングの使用も下火になっている
ようなので、底辺の拡大やバスケットリングの総点検が必要ではないか。

１（10）認め合い支え合う社会づくり
・外国人の子どもたちが生活面で心配がないように窓口を設置してほしい。
・男女共同参画について、研修の募集をしても参加者が少ない、行政の取組が薄くな

っているのではないかという話が出たが、継続が大事ということで予算をかけなく
てもできるものを探さなければならないということになった。
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【Ｄ班】
２（３）力強くて持続する農業
・農業の収入を安定させるためには生産性の向上が必要であり、市の農業技術センタ

ーだけでなく、国・県の研究機関から支援を受けて工夫をしていく必要がある。
・農業をやってみたいという人に休耕地を貸し出すことで、一人でも農業に携わる人

が出てくればよい。
・消費者は価格を重視する傾向にあるので、作るだけでなく売り込みに何らかの工夫

が必要である。

【Ｅ班】
２（７）自然と共生し地域で支える環境保全
・いろいろな会の活動の中で、植物や動物を広く紹介したいと思っても、逆に乱獲さ

れるなどの心配もある。
、 。・休耕地に花を植える取組や 川にヤマメやイワナを放流している取組が紹介された

２（８）資源を大切にし社会を持続できる衛生環境
・環境を守るために企業などでは風力発電やソーラー発電に取り組んでほしい。
・廃食用油を回収しているが、ＢＤＦ（バイオディーゼル）が一般化されていないの

で、普及できるようにしてほしい。
・ごみのリサイクルは市民全体で取り組んでいく必要がある。

【Ｆ班】
３（１）安全な暮らしを守る防災・防犯体制

、 、・担い手について 一人の人がいろいろな分野で何役もこなしている場合もあるので
区別するのはなかなか難しい。登下校時の見守りは、高齢者が主体となって見てく
れるとありがたいが、災害があれば高齢者が保護される立場になるなど、場面に応
じて主体になったり被主体になったりする。

・ハザードマップは、もう少し実用的な情報がほしい。
３（２）機能的で利用しやすい道路・交通ネットワーク
・デマンドバス、デマンドタクシーを積極的に活用できないか。
・定期バスは、曜日ごとにルートや時間を変えるといったきめ細かい運行方法がない

のか、市民の意向調査が必要ではないか。
３（３）効果的で調和のとれた土地利活用
・防災関係、遊休地の利活用、土地保全、間伐ボランティアが必要ではないか。
・この分野は他の分野との関連が多い。
３（４）快適で暮らしやすい住環境
・水道の整備について、他の班との調整が必要と思われる。

【Ｇ班】
３（５）安心でき健康を保てる医療体制
・前回報告した病診連携のほかに、コンビニ診療を控えてほしいという視点で、医療

を守る市民運動、市民による意識改革運動を提案したい。これは、疲労困ぱいで勤
務医が辞めてしまうことに対して、不必要な夜の受診などをなくすために市民と新
聞社が連携して取り組んだ他県での実例を参考にした。

３（６）不安のない生活を支える社会保障制度
・特養やグループホームに入る際に市町村単位の見えない壁があるそうだが、介護保

険制度の根本的な問題は、最終的に国の政策にかかわるのではないか。
３（７）効率的で住民サービスに資する行財政基盤
・市の行財政改革推進にあたって工程表のようなものがあるそうだが、市民はあまり

よく分かっていないので、市民にしっかり情報提供をして、市民もできることは積
極的に協力することが必要ではないか。
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資料１資料１資料１資料１

各 班 の 検 討 状 況各 班 の 検 討 状 況各 班 の 検 討 状 況各 班 の 検 討 状 況

１（１）コミュニティで支え合う特色ある地域づくり
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○町内活動活かす ○リーダーづくり ○シルバー人材センター・登録 ○ボランティアなどの活動を
○自治会のコミュニケーシ ○地域の活動少ない 内容、安くていい仕事 しやすい環境があり、情報

ョンの場 ○市民にボランティア活動が以 ○幼児教育は保護者、教員が一 や目標を共有できて交流や
○自治会活動 前より理解されるようになっ 体となって取り組んでいく 連携が進むこと。
○子供会 た ○年間計画に組み入れないのか ○自治会や町内会などの活動
○ＰＴＡ ○自治会によって取り組む意識 （老人会・子供会） が活発になり、地域の課題
○学校及び保育所等の母の に差がある ○話し合いを持つ（子ども会・ 解決や、地域資源を活かし

会 老人クラブ） た身近なまちづくりにつな
○クリーンアップ作戦（中・高 がること。

校生へ） ○普段から地域で交流や協
○中心市街地問題点を協議、新 力、支え合いがあり、地域

しい提案をしていく コミュニティが良好である
○自治会と中・高校生とのボラ こと。

ンティア活動
○子どもと大人のボランティア

活動を年間計画で実施
○高齢化社会に対する対応とし

て見守り活動を積極的に進め
る

○老人クラブ ○若い老人の加入がない ○中高生の社会参加、大人とふ
○婦人会 ○婦人会に入る人がいない、入 れ合うことにより今後社会に
○高校生ボランティア りたがらない 出たときスムーズにとけ合う
○図書館ボランティア ことが出来る
○風の松原案内ボランティ ○受け皿とボランティアセンタ

ア ーの充実とＰＲ
○ＮＰＯ ○意識改革
○地区の里づくり協議会 ○協議会活発

１（２）学び合い高め合って地域に活かす生涯学習
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○自治会活動 ○仲間意識が高く活発である ○公民館事業の配付 ○学べる機会があり、学んだ
○地域連合会の活動 ○子供七夕は伝えられている ○公民館事業の周知方法 知識や技能、技術が、地域

○若い人が来られる夜の時間の や社会に活きること。
事業 ○体験学習などを通じて、親

○自治会の活動を通して人 ○環境作りのため草刈り、公園 ○仕事と家庭のためになかなか 子や地域住民の交流が深ま
と人との和を結ぶことが 等 参加できない り、人づくりや地域づくり
出来る ○各種の公民館の講座 につながること。

○中川原地区「守り隊」活
動している

○市民プラザ ○地域のための市民学校
○退職された先生
○青少年健全育成関係機関

との連携
○老人パワー、グランドゴ

ルフ月２回
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１（３）地域で育み社会で支える子育て・子ども支援
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○保育所母の会 ○子どもと高齢者の交流活動を ○子どもを地域で支える組織作 ○安心して子育てができ、子
○地域社会 計画的に実施する りを進める 育てに喜びを感じられるこ
○幼稚園 ○図書館での読み聞かせ、月１ ○子育てサークル情報、悩みの と。
○紙芝居（図書館） 回 共有、コミュニケーション ○地域や社会で子どもを守り

○保育所での映写 ○常盤地区にも学童保育があれ 育てる意識が浸透し、子育
○子ども館見学学び ば各家庭の負担が軽くなるの てを支え合えること。

では… ○地域住民と子どもの交流が
○母子家庭になり、自立して子 あり、子どもが心身ともに

供を育てたい、と意欲はある 元気で健やかに成長するこ
ものの安定した仕事に就くこ と。
とができなく困っている（30
代前半）

○地域が学校との交流を深める
○企業が地域貢献 ○有給休暇が取りやすい ○子育てと仕事の両立支援

○ファミリーフレンド企業
○ＰＴＡ ○子供会が活動してない ○親子で花壇づくり
○子ども館 ○クリーンアップ作戦
○あのねっと ○地域で夏休みラジオ体操を行
○少年保護育成委員会 う
○ホワイトブック ○子ども祭り

１（４）次代を担う子どもの成長を支える学校教育
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○ＰＴＡ活動 ○先生と地域の交流が少ない ○親を良くする（親の教育） ○子どもがより良い環境で学
○お父さんお母さんパワー ○学校の先生、指導方法 ぶことができ、子どもの個

○地域の担当の先生、町内を回 ○学校の空き教室の活用 性や能力が伸びること。
って下さい ○学校の開放 ○学校が地域の活動の場とし

○伝統芸能を教える ○公民館事業を学校で？ て開かれ、地域と連携した
○退職された先生の活用 教育が進むこと。

○子ども一人ひとりが命の大
切さを学び、人との関わり
方、社会との関わり方を身
に付けられること。
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１（５）子どもも大人も心と体の健康づくり
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○市民 ○自己管理 ○子ども中心の考え方 ○普段から健康を意識して生

○食生活、禁煙 ○子どもを安心して産める体制 活し、生涯を通して健康で
○運動習慣 いられること。
○メタボ、減塩の食事指導（保 ○身近で悩みごとなどの相談

健推進協議会） ができ、心の健康が保たれ
○１．２．１．２．ウォーキン ること。

グ（保健推進委員）
○巡回健康健診（二ツ井）
○市民ウォーキング（能代市）
○心の病
○シンポジウム、キャンペーン

に参加
○各種団体 ○自治会、町内会健康推進委員 ○なぜこの地域はがんが多いの
・民生委員 ○調査・研究・相談窓口 か、調査・研究

（ 、・社協 ○自死予防活動 保健センター
、 ）保健推進委員 市民グループ

かなり進んでいる、成果はわ
からないが…

○将来に対する不安→自殺増？
○事業者 ○職場の環境 ○医療

○職場の心の健康
○定期健康診断

○行政機関 ○情報提供 ○心の健康＝引きこもりをなく
○健康教室 す＝地域で見守る
○心の健康ネットワーク ○一人暮らしの高齢者に日常的
○団体数？人数？ コンタクト
○庁内検討会議発足 ○自治会、老人クラブ、社協⇒
○滞納者などへのアプローチ 安心感（不安を取り除く）⇒

心の健康⇒自死減少、身体の
健康

１（６）地域で活躍する元気な高齢者
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○市民 ○日常的な交流 ○高齢者にいかに働きかける ○高齢になっても住み慣れた

○能力、技術を生かした活動 か？広報 家庭や地域で、健康でいき
○地域や社会との関わり いきと自立した生活ができ
○独居老人が増えている ること。
○閉じこもりをいかに防ぐか ○高齢者が培った知識と経験

○各種団体 ○仕事をする老人クラブが必要 ○老人クラブの活動の活発化 を生かして、社会的な役割
・民生委員 ？ を持ち、生きがいや地域の
・自治会・町内会 ○生きがいとしての仕事 活力につながること。
・老人クラブ ○地域の先生として活躍しても ○地域住民やボランティアな
・シルバー人材センター らう どとの交流やその支援が、
・社協 ○いきいきサロン（社協） 高齢者の自立を支えるこ

・２７団体 と。
・精神障害者２団体
・子育て１団体
○子育て中の親→高齢者

○事業者等 ○活動の場の確保 ○御用聞き
・社協 ○継続雇用 ○訪問介護
・シルバー人材センター ○サービス提供
・介護事業者 ○弁当宅配、買物サービス（代

行）
○カタログ販売

○行政機関 ○活躍できる環境 ○「農」だけでない切口？
・特養待機者がまだ多い ○支援団体育成 ○働ける喜び→生きがい
・実態の把握 ○相談体制 ○市民プラザで売る
・認知症への対応がまだ不 ○包括支援センターの周知

十分 ○青空デイサービス⇒休耕地で
農作業を

○食料自給率の向上を
○食の安全



- 4 -

１（７）地域で社会で自立する障害者
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○市民 ○参加者が減少している（問題 ○福祉大会など障害者の集まる ○障害があっても住み慣れた
・市民全員 点） 大会 家庭や地域で、生きがいを
・健常者との交流が多い ○行事に障害者が参加しやすく ○障害者団体組織の再構築が必 持って自立した生活ができ
・他市町村より行政の関わ なった 要 ること。

りが少ない（障害者団体 ○ボランティアが障害者のため ○若い会員の組織、参加を推進 ○障害者が個性や能力を生か
への） にどのような活動をしている する して社会参加できること。

か？ ○障害者団体の洗い直し ○地域住民やボランティアな
①ひまわり号 ○最近（経済不況）特に低迷し どとの交流やその支援が、
②しののめ祭り（養護学校） ている 障害者の自立を支えるこ
③であいコンサート と。

○手話サークル会議等に参加し
ている、研修している

○ノーマライゼーションの意識
○個性や能力を生かした活動

（ ）○積極的に関わる 社会や地域
○収入源になる仕事がある
○仕事に対しての賃金がもらえ

る
○障害者が喜んで出来る仕事が

ある
○就労の状況がわからない
○青空デイサービスの障害者用
○長く続く仕事
○授産施設で
○農業の可能性は？
○分野毎の交流が少ない（障害

者団体）
○地域間交流が少ない(障害者

団体）
○各種団体 ○障害の種類に応じた支援 ○どこにでも自由に行ける
・団体活動が活発（障害分 ○障害を生じさせない為の予防 ○まちにいてトイレの心配がな

野毎） と対策 い
、 、・プライバシーの問題 ○障害者の就労、支援と環境 ○障害者トイレ少ない 車椅子

・障害者自身 ○障害を持っている人にも趣味 手摺り
を見つけてあげる ○道路に段差がない、段差がま

○トライアングル、よく活用さ だ多い
れているか？ ○手摺りの取り付けやバリアフ

リー
○道路上の点字ブロックにいた

みがあって、盲人が外出する
時、不安に思う

○車椅子専用駐車場の場所に健
常者が車を停めている

○事業者等 ○雇用の取組 ○障害の種類による違い→身
・学校を地域住民が利用す ○就労できる職場づくり 体、知的、精神

る ○個性、能力を生かす環境づく
り

○ペットボトルの回収事業→障
害者の雇用

○経営不況の影響で賃金カット
・時間短縮

○公共団体での障害者雇用率の
確保→市役所は達成している

○自立支援をする
○相談活動、デイサービス

○行政（全庁体制） ○病気になっても安心
・障害者計画 ○相談しやすい病院がある
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１（８）ふるさとの誇りを受け継ぐ文化・芸術
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○小・中学校 ○崇徳小学校、竹生小学校に指 ○桧山地区の人の意識をアップ ○民俗芸能や民俗行事などを

、 、○婦人会 導にいっております、学習発 したい 通じて 世代間交流が進み
○老人クラブ 表会に出演している ○崇徳小学校学習発表会目指し 地域住民の結びつきが深ま

○婦人会～奴踊り て行っている、継続していく ること。
○盆踊り～老人クラブ ○鳥形では婦人部も参加させた ○文化・芸術の活発な活動に
○子供達が年々少なくなってい い より、人の心が豊かになる

る、継承が難しい こと。
○青年達に芸能に興味を持って ○地域の歴史や文化への理解

もらいたい が深まり、地域に愛着や誇
○地域住民 ○桧山舞保存会員、有志で月数 ○現活動を更に持続したい りを持てること。
○郷土芸能保存会 回行う ○郷土芸能、発表機会を多くす
・桧山舞保存会 ○老人施設の慰問 る
・鳥形獅子踊り保存会 ○一部落の芸能が檜山地区全体 ○団体同士が連携して親睦と向
・道地ささら保存会 に知られるようになる 上をはかりたい

○年間行事、能代（旧）二ツ井
で開催

○お盆の伝統行事実施
○夏期中に子供へ指導

○行政 ○公民館祭（発表の場） ○自主学習グループの芸文協へ
・市の補助 ○文化会館運営業務 の参加を呼びかける
・県の補助 １．鑑賞型事業 ○若い世代に芸術文化に関心を
・国の補助 ２．市民参加型事業 持ってもらえるような事業
○生命保険会社助成制度 ・みんなで歌うコンサート は？
○公演御芳志 ・ロビーコンサート ○コーディネーター付き、団体
○ＮＰＯ法人能代市芸術文 ３．会館利用働きかけ 間の連携を強める

化協会（45団体620名、 ○１より、友の会会員の参加で ○団体同士で市民活動に取り組
個人6名） 公演事業実施 む

○自主学習グループ（公民 ○芸術文化の発展向上を目指す ○ライブの出来る会場がほしい
館） ・市民芸術文化祭 ○地域貢献しやすい環境を整え

・展示発表会 る
・文化フェスティバル

・能代ミュージカル
・能代ミュージカルキッズ

○学校教育、先生 ○研修を深めている歴史ガイド ○ＰＲ活動の充実を図る
○文化財保護協会 ○歴史・観光パンフレットの作 ○魅力的なパンフ作りする
○桧山周辺歴史ガイドの会 成 ○史跡公園の発掘を進めてほし
○地域づくり支援係、市、 ○案内標識の作成・設置 い

行政 ○一般的に歴史について市民の ○水洗トイレの完備（山城に）
関心がうすいのでは？ 史跡公園

○桧山地域拠点施設早期完成 ○案内人の集合場所（依頼人へ
の連絡）仮拠点施設

○活動の充実を図るため
・若い人を募る
・連絡所の設置
・見学者のためのトイレ設

備
○スクリーンやプロジェクター

など視聴覚設備の充実
○歴史のふる里としての檜山の

歴史について市民への周知を
図る

○地域住民の関心を高め協力を
得る

○歴史ガイドの活動の活発化 ※目標指数に芸文協の加入人
○ 桧山史跡周遊ウォーキング 数「 」
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１（９）だれもが気軽に楽しめるスポーツ
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○市民 ○健康づくり、仲間づくり、体 ○だれでも参加できる環境づく ○スポーツを気軽に楽しめ、
・勤労者趣味 力向上 りをする 健康づくりや体力づくり、
・メタボ医師のすすめ ○スポレクフェスタ 仲間づくりができること。
・選手のトレーニング ○歩こう会の実施 ○スポーツに取り組める環境
○老人クラブ があり、競技力が向上する
○スポーツ少年団 こと。
○市、行政 ○二ツ井きみまちマラソン ○各行事の市民へのＰＲの充実 ○スポーツイベントなどを通
○資金として ○みんなのバスケ ○スポーツの継続 じて、バスケの街として誇
・市から委託金 ○能代カップ ○教室等の周知ＰＲ りが高まること。
・参加者から ○公園にあるバスケの利用は下 ○バスケリングの総点検をする
○総合型地域スポーツクラ 火 ○底辺の拡大

ブ（二ツ井・常盤） ○健康フリースロー大会（自治
○体育施設 会）
○能代工業生徒会 ○ＪＲ駅でもバスケを宣伝
○能代バスケットボール協

会
○バスケサポーターズのし

ろ事務局
○能代市体協 ○スポーツ教室の開催 ○多種多様な教室の開催
○スポーツマネージャー、 ○フリースペース講座 ○競技団体同士の交流

インストラクター、指導
者

○陸上競技場改修中 ○魅力ある企画
○古い施設→老朽化はないか

１（10）認め合い支え合う社会づくり
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○日本語指導ボランティア ○イベント・行事（お花見、盆 ○町内会、商店街とタイアップ ○性別や国籍などにかかわら

（日本人） 踊り、バス旅行、クリスマス したイベント、行事の開催、 ず、一人ひとりの個性や能
○イベント、行事を通じた 会…） （日本語盆おどり）協力して 力を発揮できること。

町内会、商店街の協力者 ○日本語指導を通じての異文化 ほしい ○人権意識や平和意識が浸透
○国際理解に興味のある子 理解 ○子育て支援との連携⇔保育 すること。

どもたち（高校生ボラン ○外国人を特別視しない 所、幼稚園、学校関係
ティアなど） ○多文化共生を意識化したい ○お茶、書道、生け花、芸文協

○教育委員会 ○指導者のレベルアップのため の方の協力を得て、本物の日
・日本語指導ボランティア の講座（すでに毎年開催して 本文化に触れる機会を作って
・日本語指導者 いる） いる
○市民活力推進課、行政担 ○増えている外国人の子ども達

当 のための日本語、教科指導の
場

○教育、病院、生活のすべて、
心配事や相談など安心できる
窓口の設置

○男女共同参画推進委員会 ○研修の公募をしても応募者が ○民間との協働
○人権擁護委員 いない ○予算がなくとも工夫する
○保護司 ○６０代～７０代が多く若者は ○予算の増額

少ない受講者 ○個性を認める意識が低いので
○男女共同参画に対する行政の 学校で道徳教育を

力の入れ方がうすくなったの ○継続が何よりも大事
ではないか ○キャッチコピーでＰＲ活動を

○委員会審議会への女性の登用 する
率が上がらない ○都市宣言までの過程を大切に

○男女共同参画に関する意識は
次第に高まっている

○予算がずいぶん減っている
○男女共同参画推進都市宣言を

すると聞いている
○意識の啓発をするためのアイ

ディアがない
○講座が少ない
○ＤＶの学習、高校生が学習し

ている
○公民館事業 ○転勤奥様教室

○男性料理教室
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２（１）環境を核とした活力ある産業創出
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○市民 ○空缶リサイクル ○ゼオライトの良さを数値で評 ○地域資源の利活用により、
・小掛地区 ○ゼオライトの利活用 価 産業の創出や関連企業の立

○ゼオライトの良さをＰＲ 地につながること。
○各種団体 ○生ゴミリサイクル ○物産展等、ＰＲ可能な場を増 ○能代港の利活用により、地
・ゴミナビボランティア ○花火大会のゴミの分別活動 やす 域に活気が出ること。
・コンポスト見直し隊 ○コンポスト開発
・食の環研究会 ○杉のブローチ等の作成
・県立大学
・木高研

（ ）○事業者等 ○スギデスくん ○しらかみ微生物の活用 実用
（ ）・バイオマス発電所 ○保管庫の建設 ○しらかみ微生物の活用 研究

・ 株）能代港リサイクル ○発電、蒸気 ○バイオトイレの開発（
センター ○風力発電 ・杉チップの利用

○新能代うどん ・白神山地の環境保全
・白神こうぼ ・山岳観光地の環境保全
・精めん業者 ○秋田スギを使った住宅「白神
・商工会議所 ハウス」開発、普及 「旧」、

秋住のイメージ
○行政機関 ○白神微生物の活用（うどん）
・白神微生物研究会？
・農作物の加工施設が少な ○松原の保全 ○荒地は整備し、後継者育成に

い ・松くい虫の被害を北上させな 自由に市場に出す
・若い人達に農業の理解を い取組 ○能代港の利活用の会社？

求める 農業に関係なく ○若者の雇用の受け皿として農 ○木高研、スギエキス？（ ）
・自分でも生産する意味と 業は期待されているが農地集 ○仲間が増える事を大いに期待

かが感じる 約、価格等で課題も多い したい、又、アイディアも出
・地域資源は豊富にある ○ハローワークはもう少し説明 る
・行政に資金（又は給与と を ○産直のお店が人気のようだ

か）を出してもらう（全 ○雇用の受け皿が少ない ○ゴミの分別が厳しくてもいい
額でなくとも良い）又は ○指導されると消費者との交流 と思う
ＪＡとか を望むようになるのでは？

・若者の職場が無い ○大きな会社の企業倒産
○企業の倒産
○新たな企業進出？
○さみしい夜の能代の町
○起業セミナーは他地域と合同

で開催したほうがいい
○雇用環境は最悪の状態、見通

しは暗い
○景気が後退しているので新た

な企業立地が少ない
○木製品の商品化が進んでいな

い
○街の中に木が少ない

２（２）雇用を産み出す企業立地
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○市民 ○立地に対しての理解、協力 ○新たな企業立地や起業によ
○各種団体 ○起業セミナーの実施 ○加工食品の開発研究 り、若い人を中心に雇用や
・商工会 ○企業視察、工場見学 ○農商工連携 チャレンジの機会が増える
・商工会議所 ○市の助成を利用して雇用創出 こと。
・雇用開発協会 ○企業誘致に関する情報が十
○各事業者 ○Biscom、企業交流会 ○地元資源を利用した企業立地 分に企業に伝わり、企業立
・秋田銀行 ○起業への出資 ○港の利用 地につながること。
・ 株）能代港リサイクル ○食品加工業 ○地域と企業の連携により、（

センター ○米粉の活用 雇用創出などの効果を発揮
・能代まちづくり合同会社 できること。
○行政機関 ○職業訓練 ○起業に対する支援制度の充実
・市 ○融資の支援
・ハローワーク ○中小企業緊急雇用安定助成事

業
○企業支援・雇用緊急対策本部

の設置
○緊急雇用創出事業
○雇用助成金
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２（３）力強くて持続する農業
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○市民 ○地元産の野菜を買う ○農地・家の貸し出し ○地元産の農産物や加工品の
・おにぎりごんべえ ○農家の高齢化 市場評価が高まり、産地と
・みょうが館 ○農家の担い手不足 して確立すること。
○各種団体 ○地域産の弁当開発 ○加工食品への利用拡大（乾燥 ○農業が魅力的な職業として
・白神微生物研究会 ○食さい人の活動 ねぎなど） 成り立ち、若い人を中心に
・商工会 ○加工工場が少ない ○乾燥ねぎの開発で消費拡大 農業の担い手が増えるこ
・銀河連邦（ＪＡ、ねぎっ ○素材は良い ○しらかみねぎのブランド化、 と。

こ村） 売先の開拓 ○農業の生産性が高まり、経
○海外に輸出？（中国などへ） 営の強化につながること。
○産地の大型化（市場に見合っ ○食の大切さへの理解が深ま

た供給） り、食育が浸透して実践に
○しらかみ微生物を利用し、う つながること。

ど、ねぎの商品開発
○事業者 ○どぶろく特区 ○販売ルートの確保
・産直の店 ○担い手の不足 ○使い易い状態に加工する（カ
・農家（生産者） ○収入が少ない（安定していな ットなど）

い） ○農業の法人化（ねぎ、乾燥、
その他）

○米飯の回数を増やしたい
○国・県の研究施設をもっと使

う（付加価値）
○生産性の向上
○生産者の収入安定
○小さな機械で大量生産を目指

す
○地元農産物の消費拡大（担い

手確保のため）
○市 ○トップセールスの実施 ○食育推進計画（市）
・農業技術センター（市） ○食育推進計画を策定中 ○農産物を地元で使ってもらう
・土地 ○ため池整備 工夫（学校給食）
・水 ○学校給食で地元産の野菜

○米飯給食の回数を増やす
○農業技術センターの技術者不

足

２（４）山・川を生かす林業・木材産業・水産業
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○市民 ○山の手入れ（保全） ○スギ以外の木でも良いのでも ○秋田スギの利用が進み、林
・風の松原をまもる市民、 ○うまくＰＲされてない っと木を使う 業や木材産業の経営強化に

ボランティア大会 つながること。
○各種団体 ○フォレストボード ○他の人が見て良いと思う木の ○秋田スギの良さを伝え、木
・木産連 ・杉の皮で作った断熱材（エコ 使い方 のまちとして、街なかに木
・木高研 商品） ○杉チップのバイオトイレ のぬくもりを感じられるこ
・森林組合 ○日本一の杉の木への観光ルー ○秋住復活 と。
・商工会、観光協会 ト開発 ○旧二ツ井町の「きみまちハウ ○産学官が連携して調査や研
・大学 スプラン」を能代に置き替え 究が進み、林業や木材産業

る の育成につながること。
○小さなバイオマス発電所（リ ○森林の手入れや保全によ

スク分散） り、水の貯留や浄化などの
○ペレットストーブ普及 機能を維持でき、水産資源
○杉のパネル化（建材化） の持続的な利用につながる

○事業者 ○人件費が高い ○集材システム こと。
・バイオマス発電 ○すぎデスくん ○バイオマス発電へ

○品質確認（乾燥）に手間がか ○現地で製材加工（山の近くに
かる（コストＵＰ） 工場設置）

○輸入材の導入（低コスト）
○行政 ○ぬくもり事業補助金 ○秋田スギの他県へのＰＲ
・国 ○各家々の松くい虫の駆除 ○公共施設を全部木造化に（国
・県 ○松原の清掃 産材で）
・市 ○どのようにして集めるか
・市民 ○良い木

・木はたくさん有る
・上手に山からおろすシステム
○悪い木
・製品にならないもの
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２（５）まちのにぎわいをつくり出す商業
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○街づくり合同会社 ○市民プラザ ○商店街に人が集まり、交流

○仲間を集める やにぎわいが生まれ、街に
○能代のユルキャラ 活気があること。

○高校生 ○あきんどう（能代商業、能代 ○オアシス ○商店街や個店に特色があ
○金勇 西高） り、空き店舗の活用が進む
○空き店舗の利用 こと。
○ＪＡ、生産者 ○直売所（みょうが館 、道の ○直売に参加したい農家 ○商店街と大型店の連携があ）

駅 ○中心部に直売所（産直）がほ り市外に出なくても買い物
○ねぎっこ村 しい ができること。
○ときめき隊 ○常設店舗と商品の供給

○消費者のニーズ・要望を聞い
てほしい

○物産振興会 ○振興会動きがある ○一店だけでなく近隣でセール
○二ツ井地域ではイトクとベル をする

に行く人が多い ○商店街に人が集まる工夫が必
要

○駐車場がほしい
○商業協同組合 ○年末年始大売出し ○ポイントカードの取り扱いの
・両商店会 ○モックンイベント（夏祭外） 明示
・プレミア商品券 ○歩行者天国（夏祭り、花火、 ○ポイントカードの利用方法、
・商工会商店会 イベント） 預金できる税金の支払い
○市民 ○そこでなければ買えないもの

をそろえることが必要ではな
いか

○従業員の接客マナーの取組
○ゆったり歩ける街

○商店会 ○ニーズに合わせた商売 ○独自の発想
○商工会（市）補助 ○能代ポイントカード ○多種多様との協力
○商店会（市）補助 ○シャッターアート ○ウインドショッピング
○商店街（自治会含む） ○カラー路側帯 ○歩きたくなる魅力ある商店街

○２人掛ベンチの作成 には何が必要か
○ばんげ市、秋まつり ○人がやるのを待つのではなく
○賑わい 目標 →観光 大切 自ら行動する（ ） （ ）

→一緒に ○旧商店街に以前のように人が
○全国展開支援事業 いない
○観光協会

２（６）豊かな自然とその恵みを活かす観光
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○観光協会（能代） ○さくら祭、つつじ祭、紅葉祭 ○ＨＰ ○観光による交流やにぎわい
○観光協会（二ツ井） ○大型トイレ１億円 ○滞在型観光検討 が生まれ、地域に活気があ

○米代川をカヌーでくだる ○各名所の看板の不足 ること。
○道の駅ふたつい ○米代川、あゆ、さくらます等 ○豊かな自然や特色ある郷土
○カンジキツアー 料理など、地域資源の魅力

○檜山ガイドの会 ○ガイド研修 ○檜山ガイドしやすい環境整備 により、来訪者の満足度が
○松原のガイド ○史跡めぐり ○おいしいものを食べさせる店 高まること。
○きみまち観光ガイドの会 ○北限の茶畑 （昼食など） ○観光やイベントの宣伝がで

○史跡、自然の探訪 きていて、地域のイメージ
○商工会議所 ○花火大会 ○観光ルートの開発 が高まること。
○商工会 ○おなごりフェスティバル

（ ）○能代公園…風の松原 ○全国展開支援事業 観光・食
○農家 ○きみまち地鶏鍋 ○農家民宿

○民宿レストラン
○県北観光案内所 ○定期観光（白神） ○嫁見祭

（ ）○ＪＡ ○滞在型観光検討 ＪＲ旅行社
○旅行会社 ○ＪＲツアー外、ガイド研修
○バス会社 ○白神クルーズ
○能代市 ○きみまちマラソン ○観光マップの作製

、 、 、○民俗芸能保存会 ○松原マラソン ○郷土の森 きみまち阪 七座
○郷土芸能発表会 水沢の整備



- 10 -

２（７）自然と共生し地域で支える環境保全
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○国交省 ○堤防のクリーンアップ ○身近な場所での観察会 ○自然と親しみ、自然を通し
○ボランティア団体 ○中川原堤防、桜づつみ ○地元の回収業者 て人がふれあい、地域の財
○松原ガイドの会 ○クリーンアップ 産として保全と活用ができ
○米代川を守る会 ○カン拾い ること。
○国・県・市 ○地域の環境美化活動 ○環境問題に対して適正に対

○農地水環境保全向上対策事業 処し、良好な環境を保全で
○草刈り きること。

○小友自然の会 ○環境を守る活動 ○環境マップの製作 ○身近な環境や自然、エネル
○黒松の会 ○自然観察会 ○庭木の保存 ギーに関する理解が深ま
○風の松原に守られる人々 ○ガイド指導 り、地域ぐるみの環境活動

の会 ○国道の松のせん定 につながること。
○ルーペの会 ○ニセアカシヤの駆除
○二ツ井インターアクトク ○山の清掃整備活動 ○ヤマメ・イワナの放流

ラブ ○松くい虫対策 ○河畔公園の整備
○能代清港会 ○未利用地に花を植える
○二ツ井観光ガイドの会
○檜山歴史ガイド
○二ツ井山の会
○能代山の会
○老人会
○婦人会
○町民
○自治会
○旧金勇ボランティア

２（８）資源を大切にし社会を持続できる衛生環境
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き(意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） ）
○婦人会 ○ビン、アルミ缶集め ○店のポイント制 ○普段の生活からごみの減量
○主婦（夫） ○マイバック運動 ○ペレットストーブの普及 化や資源化が進むこと。
○市民 ○トレー、牛乳パック、アルミ ○生ごみの堆肥化 ○環境に対する意識が高ま
○学校 缶、ペットボトル等の回収 ○コンポスト、ダンボールで堆 り、いつもまちがきれいで
○老人会 ○廃食油の回収 肥‥農家へ‥民宿‥ あること。

○資源を大切にする指導、教育 ○生活上の衛生が保たれるこ
○市役所 ○衛生指導 ○ソーラー発電 と。
○保健所 ○下水道の整備 ○バイオマス発電
○企業 ○上水道の整備 ○風力発電

○電気自動車の充電所の開設
○スーパー、ショッピング ○ゴミの分別 ○電気自動車

センター ○資源の循環 ○ハイブリッドカー
○ゴミ収集業者
○リサイクルショップ
○電気店 ○電化製品の回収（リサイクル ○ＢＤＦの一般化
○ＢＤＦ精製業者 品）

○回収と販売
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３（１）安全な暮らしを守る防災・防犯体制
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○市民・近所 ○日頃から定期的に防災訓練す ○各地域ごとの小規模訓練を多 ○普段から消防や防災、防犯
・学校、職場などの児童生 る くする の意識を持ち、犯罪やトラ

徒、社会人 ○普段から声かけ運動 ブルがなく、地域が安全で
・町内会の小学生及びその ○災害時のそれぞれの役割（確 暮らしやすいこと。

保護者 認） ○安全に通行できる環境があ
・退職者及び高齢者等、比 ○日頃から隣り近所と仲良くし り、交通安全の意識が浸透

、 。較的時間のある方 ている（コミュニケーション し 交通事故を防げること
・各自治会で自分達の防災 をもっている） ○子どもや高齢者など弱い立

体制について話し合って ○児童生徒の登下校時の見廻り 場の人の被害を防げるこ
いるか ○防災訓練等への参加 と。

○救助物資がどこにあるのかわ
からない※防災訓練の時には
準備してくれたが？

○備蓄倉庫周知（場所、物資）
○自分の住んでいる地域に危険

なところがないかどうか点検
する

○各種団体、金融機関 ○高齢者、子どものいる家庭の ○コンビニ店舗の活用率
○自治会 学生 小中高 世帯訪問（反射シールの配布、 （ ）、

保護者 等）
○婦人会 交通安全母の会 ○青少年の健全育成と非行防止（ ）

結核予防婦人会 の為の巡回活動及び啓発活動
○青少年育成能代市民会議 ○空家の防災対策、危険防止、
○各団体（自分の住んでい 犯罪防止

る）の話し合いの輪がも ○危険時駆け込み店舗及び住宅
たれている の拡大（駆け込み１１０番）

○少年保護育成委員会 ○小・中・高の駆け込み件数の
○ＰＴＡ 拡大・連携
○サポート隊 ○駆け込み１１０番の住宅の実

態調査及び件数
○下校時間帯の定期的巡視
○空き家の調査確認
○振り込め詐欺防止、高額商品

販売の防止
○災害時（水害）の緊急避難体

制
○水害時、建売業者の社員が宅

地の周囲に土のうを積んでい
た

○役所、警察、消防 ○ハザードマップの作成（新た ○消防団員確保事業、協力事業
○市役所、県、国、消防、 な） 報償金制度

住民等 ○住民への周知
○自治会、火防連、婦防、 ○一人暮らしや老夫婦が多くな

警察、消防 っているので虚弱者がどこに
いるのかわかっている

○プライバシーや個人情報保護
法等で一人暮らしの人すらわ
からない

○避難場所が支所によって違う
同じ東能代なのに

○救命処置などの訓練、講習、
ＡＥＤを含む

○消防団員確保事業、協力事業
所表示登録制度（H20.3～6事
業所） ※グラフ６１～大きな災害が

○小学校に於いて交通安全教室 合ったので一時的に増加、
を開催している 各町内での話し合いが少な

○ホームページ作成 い
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３（２）機能的で利用しやすい道路・交通ネットワーク
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○市民 ○独居老人宅の冬期除排雪 ○植樹マスの草刈り ○生活道路や歩道、排水路な
○ＰＴＡ 自治会 町内会 ○草刈り どの生活基盤が整ってい、 （ ）

○利用車少ない（バス） て、安全で快適に暮らせる
○町内会、ボランティアグ ○通学路除排雪 ○中高生の除雪ボランティア活 こと。

ループ ○除排雪の困難な家庭の除排雪 用 ○除排雪などに地域住民やボ
○社会福祉協議会 ○側溝の泥揚げ ランティアなどの協力態勢
○学校 が整っていて、季節を問わ
○民間除排雪業者 ○除雪ボランティアの拡大（有 ず安全に通行できること。

償化） ○路線バスなどの交通手段が
○排雪場所の清掃（雪融後） 整っていて、快適に移動で

○市役所 ○道路、延長、改良 ○自転車走行ラインの確保（専 きること。
○国、県、市 ○市道の舗装 用）

○排雪場所の確保 ○デマントバス（タクシー）等
○除排雪機械の貸し出し の利用アンケート

（ ）○融雪歩道の整備 ○デマントバス 乗合タクシー
○市内巡回バスの利活用 の研究

○利用者の確認、行先・利用の
目的

３（３）効果的で調和のとれた土地利活用
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○土地所有者 ○土地の流動性、極めて悪化 ○それぞれの地域が持つ資源
○建物所有者 ○畠町空店舗は雨もり家屋が多 や特性、整備された生活基

く、賃貸借不可物件多数 盤が活用され、この地域に
○畠町 柳町 空き店舗率悪化 合った良好な都市形成が進、 、 、

特に畠町 むこと。
○資産デフレ、大不況、市民の ○定住人口や交流人口の確保

絶望感 により、中心市街地に活気
○シャッターアートの作成 があること。

○まちづくり団体 ○能商のあきんどう、西高のチ
○ＪＡの中のグループ ャレンジショップなど高校生
○学生（高校生） の頑張りに感謝
○まちづくり会社 ○空店舗の利活用 ○青空デイサービスの拡張
○地元農家 ○産直 ○遊休地の利活用

○イベントの実施 ○防災上の保全（避難地）
○市、県、国 ○市の空店舗助成金は不十分 ○都市計画の見直し（用途地域

（助成金の交付、時期等） 等）
○間伐ボランティア、土地の保

全
○広葉樹（保水）
○防火帯

３（４）快適で暮らしやすい住環境
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○市民 ○整備した水道への積極的加入 ○メリットのＰＲ 衛生 安全 ○飲用水の確保や生活排水の（ 、 ）

○生活排水処理、加入努力 処理などにより、衛生的で
○町内会・自治会 ○西高で行っている地域が花い 快適な生活環境になるこ

っぱい活動、この輪が広まっ と。
てくれればいいです ○情報通信技術を利用できる

○地元公園の清掃（草取り） 環境になること。
○結核予防の為、ハンセン病援 ○安らぎのある憩いの場とし

護の為、複十字シール購入運 て、公園や広場などを安心
動へ参加 一人１００円以上 して利用できること。（ ）

○住宅供給業者 ○生活排水処理、加入努力促進 ○皆で支えるための意識を持た
○建物ビル等所有者 せる→経営が成り立つように
○通信事業者 →負担軽減
○事業所 ○水道組合意識改革
○市・県 ○通信事業者への整備促進、活 ○二ツ井地区簡易水道計画

動、支援
○水道計画に沿って推進
○生活排水処理構想
○水道整備、苦慮している地域
○なえ、たねの配布を増やす
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３（５）安心でき健康を保てる医療体制
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○病院 ○産科が組合病院だけになった ○病院と診療所の連携促進 ○身近にかかりつけ医がい
○診療所 ○医師、薬剤師、看護師不足 ⇒夜間休日救急センターを て、気軽に相談でき、必要
○薬局 ○医師不足（勤務医）対策 ○地方にも最先端医療を 施設 なときに必要なサービスや（ 、

○お薬手帳の利用促進 医師） 高度な医療を受けられるこ
○社会保険病院の存続運動 と。
○お薬手帳の啓蒙 ○身近にできる救急技能や献

○患者 ○コンビニ受診を控えて欲しい ○医師を守る市民運動 血などが、地域医療を支え
○市民 ○市民の意識改革運動 ること。
○行政 ○健（検）診事業の強化
○保険者 ○休日救急センターの設置

（ ） 、○ 能代市が 平均余命が短い
原因調査（ガン、脳卒中等）

３（６）不安のない生活を支える社会保障制度
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○国（施策のあり方） ○介護・医療に関する情報 ○よろず相談の窓口 ○社会保障制度が整ってい
○市、行政 ⇒分かりやすい情報提供 ⇒介護保険事業の適切な運営 て、安心して日常生活を送
○事業者 ○特養入所待機者の解消 ○地域包括支援センター（相談 れること。

○グループホームのあり方 所）を増やす ○介護などが必要になったと
○ケアマネの資質向上 ○センターを市役所の中、又は きに、必要なサービスや援
○介護職員の処遇改善 近くに設置する 助を受けられること。

○市民
○ＮＰＯ
○ボランティア

３（７）効率的で住民サービスに資する行財政基盤
担い手・役割 資金・資源 指標をめぐる活動・動き 意識 新たな取組・より良い取組 めざす姿や状態、指標の推移（ ） （ ）
○市 ○権限委譲などで仕事は減らな ○行財政改革の推進と情報の提 ○職員の能力を生かし、効率
○市民 いのに市職員は減らさないと 供←市民参加を得ながら 的な事務処理や適正な個人

いけない ○県と協同した収納対策 情報管理などにより、行政
○景気の後退により市税が減っ ○ふるさと納税を呼びかける の信頼度が高いこと。

ている ○指定管理者制度の拡大、民間 ○受益と負担の関係が公平で
○職員の能力の向上 委託 あり、市税をはじめ収入を

○ＮＰＯなどの各種団体 確保できるなど、将来にわ
○企業 たって行財政運営を持続で

きること。
○国・県や大学、民間企業な

どとの連携や、他の地域と
の広域的な協力により、地
域の課題が解決できるこ
と。

○財政状況や契約状況など、
行政情報の透明性が高いこ
と。


